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  文 教 委 員 会 資 料 

令和２年２月 25 日 
中 央 図 書 館 

 

 

「令和元年度 杉並区立図書館運営状況報告書」について 

 

「令和元年度 杉並区立図書館運営状況報告書」について、以下のとおり取りまとめたの

で、報告する。 

なお、今年度は、各年度の運営状況評価に加えて、「杉並区立図書館サービス基本方針」

（以下「サービス基本方針」という。）に基づき設定された 10 項目の評価項目のうち、３項

目を重点項目と定め、サービス基本方針策定後の評価を行った。 

              

１ 運営状況評価の実施概要 

（１）目 的 

   図書館法及び杉並区立図書館協議会規則等に基づき、「サービス基本方針」及び各図

書館の事業計画に示された目標等の達成度や成果を踏まえた評価を適切に行い、図書館

の運営・サービスの改善・充実に効果的につなげることを目的とする。 

 

（２）対 象 

①杉並区立図書館 13 館の平成 30 年度事業（単年度評価） 

②重点項目「資料の充実」「ボランティアとの協働」「他機関との連携」のサービス基本方

針策定（平成 25 年３月）後の評価 

 

※重点項目について 

令和４年度にサービス基本方針の見直しを予定していることから、今年度から３年を

かけて、サービス基本方針に基づき設定された 10 項目の評価項目のうち、毎年３～４

項目を重点項目として取り上げ、サービス基本方針策定後の評価を実施することとし、

次期サービス基本方針の策定に活用することを目指す。 

 

＜評価する 10 項目＞ 

  太字表示は今年度重点項目とした項目 

区  分 項  目 

３
つ
の
視
点 

学びの場 
１．資料の充実 

２．誰もが利用しやすい図書館に 

知の共同体 
３．レファレンス（調べもの相談）の充実 

４．講座・講演会・行事の開催 

楽しい交流空間 

５．ボランティアとの協働 

６．快適な読書空間の整備 

７．子ども読書活動の推進 

取組推進のための基盤整備 

８．他機関との連携 

９．人材育成・研修計画 

10．広報・情報発信 
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（３）実施方法 

①平成 30 年度の評価 

 サービス基本方針を踏まえ、平成 30 年度の杉並区立図書館の取組状況について、各

館の自己評価、実績数値及び利用者満足度調査等に基づき、「評価対象年度の総括的評

価」及び「評価項目（10 項目）の評価」を行った。 

②重点項目の評価 

重点項目とした３項目について、「図書館サービス基本方針策定後の主な成果」「課

題と今後の取組の方向性」という視点からサービス基本方針策定後の評価を実施した。 

 

③図書館協議会の意見 

杉並区立図書館協議会規則第２条に基づき、杉並区立図書館協議会（以下、「図書館協

議会」という。）が、中央図書館が作成した運営状況報告書の内容を評価し、意見を付し

た。 

 

２ 評価の内容 

  別添「主なポイント」及び「報告書」のとおり 

 

３ 図書館協議会からの意見について 

 図書館協議会から出された意見のうち、評価方法等については、図書館長会で検討し

たうえ、来年度の評価に生かせるよう、３月末までに評価方法の方針を固めることとす

る。また、重点項目に関する意見については、中央図書館内に検討部会を立ち上げ、今

回行った評価と併せ、次期サービス基本方針策定に向けて検討を行う。 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

  令和２年２月  区公式ホームページ等により公表 
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令和元年度 杉並区立図書館運営状況報告書の主なポイント 

    

１ 杉並区立図書館の運営状況評価の実施について（P1） 

○平成 24 年度末に「杉並区立図書館サービス基本方針」を策定し「学びの場」「知の

共同体」「楽しい交流空間」の 3つの視点と取組の方向を踏まえて、図書館サービス

の提供に努めてきた。 

○中央図書館の大規模改修や、業務委託館 3館の指定管理者制度への移行、永福図書

館の移転改築など区立図書館を巡る情勢の変化、令和４年度のサービス基本方針の

見直しに併せて、平成 30 年度の評価を行うとともに、サービス基本方針に基づき

設定された 10 項目（①資料の充実、②誰もが利用しやすい図書館に、③レファレン

ス（調べもの相談）の充実、④講座・講演会・行事の開催、⑤ボランティアとの協

働、⑥快適な読書空間の整備、⑦子ども読書活動の推進、⑧他機関との連携、⑨人

材育成・研修計画、⑩広報・情報発信）の評価項目の中から毎年３～４項目を重点

項目として３年をかけて計画的に振り返りの評価を実施することとした。 

○従来の評価では、図書館協議会が、中央図書館が行うべき細かな点についても関与

していたが、今回から、中央図書館自らが点検・評価した運営状況報告書の内容に

ついて、図書館協議会が意見を付す形に変更した。 

 

２ 平成 30 年度の評価（P2～6） 

○対象 

杉並区立図書館 13館の平成 30年度事業 

運営形態 図書館名 

一部業務委託館 中央 

直 営 館 柿木、高円寺、西荻（３館） 

指 定 管 理 館 永福、宮前、成田、阿佐谷、高井戸、方南（６館） 

業 務 委 託 館 南荻窪、下井草、今川（３館） 
 

※一部業務委託館 区が職員を配置し運営しているが、民間事業者に窓口業務を委託している館 
※直営館     区が職員を配置し、直接運営している館 

※指定管理館   民間事業者である指定管理者が、窓口業務、施設の維持管理を行う館 
※業務委託館   民間事業者に窓口業務を委託している館 
 

 ○平成 30 年度の杉並区立図書館の取組状況について、各館の評価表及び実績数値、

利用者満足度調査等に基づき、中央図書館が区立図書館全体について「評価対象年

度の総括的評価」及び「評価項目(10 項目）の評価」を行った。 

 ○「評価項目(10 項目)の評価」では、項目ごとに全館の評価を行った。 

・蔵書の状況については、全館の蔵書冊数が約 216 万冊(前年比 96.5%)となった。人

口が増え利用登録者数も増加しているが、年間貸出冊数は区民 1 人あたり 7.65 冊

(前年比 100.4%)を保つことができた。財政状況が厳しい中でも選書や分担収集に

より質の高い蔵書構築を進めていく必要がある。 

 ・図書館活動の実績ではデータベース利用回数が閲覧館の拡大等により、1,007 回増

(前年比 125.6%)となっている。印刷サービスや利用講座の開催等利便性の向上と

利用啓発に努めていきたい。 

 ・経費(コスト)については、利用者１人あたり経費（コスト）が 610.5 円（前年比



２ 

 

93.6％）となって低下しているのは、入館者数が、サービス基本方針を定めた平成

25 年度（2,769,640 人）以降、最高の 2,835,617 人となったことも寄与している。 

 ・利用者満足度調査に基づく評価については、「職員の対応」や「書架・資料の状態」

も、前年に引き続き高い満足度の評価となっており、他の項目も昨年と同じ傾向を

示している。 

・平成 30 年度は翌年に大規模改修を控えた中央図書館の基本・実施設計や住民説明

会の実施、休館に伴う仮設事務所及び荻窪臨時図書窓口の開設準備並びに永福図書

館移転改築のための実施設計及び住民説明会の実施など。本来業務に加え、次年度

に備えるための一年となったが、閉館を伴う施設改修工事などもなく、概ね順調な

運営が行われたものと評価した。  

 

３ 重点項目の評価（P7～12） 

○今回は「資料の充実」「ボランティアとの協働」「他機関との連携」の３項目を重点

項目とし、評価にあたっては地域館長の意見も聴取した上で、「図書館サービス基本

方針策定後の主な成果」「課題と今後の取組の方向性」等について評価した。 

 

・資料の充実（P7～8） 

蔵書規模の適正化により、蔵書冊数は「サービス基本方針」を策定した平成 24 年

度の 239 万冊から平成 30 年度末の 216 万冊に減少。一方で、資料費が削減された

ことにより購入冊数も年々減少しているため、区立図書館として資料費の確保に努

め、開架部分の蔵書の新鮮度を維持できるよう今後も進めていく。 

・ボランティアとの協働（P9～10） 

障害者サービス、児童サービスなどに関わるボランティアをはじめ、多様なボラ

ンティアとの協働を進めているが、連携強化のために情報交換会を開催したり、ボ

ランティアからの意見を事業内容に活かしたりしている。しかし、活動内容は館に

よって違いがあるため、情報交換の場を作り、課題の整理や人材活用策などを話し

合い、新たな方向性を検討する。 

・他機関との連携（P10～12） 

学校や近隣施設、区内大学図書館などとの連携を進めているが、今まで連携が少

なかった成人や高齢者を対象とした関係機関への働きかけなどを積極的に行い、全

世代に渡るサービスを充実していく。 

 

４ 今後の取組の方向性（P12） 

 ○これまでは、区立図書館を巡る基本的な条件に大きな変化がない中で、前年度の実

績等を評価・分析し、改善につなげてきていた。今後は、運営形態や図書館の物理

的条件のほか、事業者変更の可能性まで踏まえれば、従来どおりの前年実績等を評

価する手法では適切な対応ができないため、新たな評価手法が求められている。 

○平成 24 年度末に策定したサービス基本方針の見直しに際し、今日までの状況を改

めて評価・分析するとともに新たなビジョンを描いていかなければならない。今回

の図書館評価から、評価手法を変更したが、評価の適切なあり方について引き続き

調査・研究を進め、今後の改善へとつなげていく。 
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